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東北地域における水稲葉いもち圃場抵抗性新基準品種の選定
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1 は じ め に

東北地域の水稲育種場面において使われている現在の葉
いもち圃場抵抗性基準品種は,選定後20年余りが経過して
おり,一部の品種については評価に疑間が持たれているこ
となどから更新が求められていた。そこで,東北地域の 8
試験場所及び愛知県農総試において62品種,系統の葉いも
ち圃場抵抗性を検定し,その結果に基づいて基準品種を新
たに選定した。

2試 験 方 法

1997～ 1999年の3カ年は青森農試,青森藤坂,岩手農研
セ,岩手農研セ銘柄米,古川農試,東北農研セ,山形庄内 ,
福島相馬及び愛知山間で,2000年は東北農研セにおいて

「ウゴニシキ」を除く現在の基準品種を含めた62品種,系
統の葉いもち圃場抵抗性を畑晩播法により検定した。供試

材料は試験年次及び試験場所により異なった。葉いもち発

病程度は浅賀
1)の畑苗代における圃場抵抗性調査基準に従っ

た。検定の詳細は各場所の慣行によった。

3 試験結果及び考察

供試品種を真性抵抗性遺伝子型によって+群 ,P,α のみ
を持つ群,P"の みを持つ群,P``と P′αを持つ群,及び
Pうたを持つ群に分けた。次いで,各場所,各年次の発病程
度の関係を見るため,+群 ,P,α 群,P,j群及び P`α,P,j
群について全系統を供試し,かつ発病程度の多かった2000

年東北農研セの発病程度に対する各場所,年次の発病程度
の相関係数を算出した。なお,+群 と P′α群,P″ 群と
P,α,P,'群 はそれぞれまとめて解析した。その結果,す
べての場所,年次で有意な正の相関関係が認められた。次
いで,Pした群について発病の多かった1998年青森農試を基

準とし,同様に相関関係を調べた結果,1997年岩手農研セ

及び愛知山間の3カ年を除き,正の有意な相関関係が認め
られた。そこで,相関関係の認められた場所,年次につい
て,こ れら相関に基づく回帰式を利用して発病程度を変換

することにより平均発病程度を揃えた。変換した発病程度
の平均をその品種,系統の葉いもち発病程度とし, これを

用いて圃場抵抗性を判定した。

次いで,それぞれの群内で稲種苗特性分類調査報告書に

記載のある品種及び現行の東北地域基準品種の評価をもと

に,発病程度について等間隔に階級境界値を定め,極強～
極弱の 7階級を設定し,各品種,系統の圃場抵抗性を判定
した。この際,「ササニシキJ及びこれの真性抵抗性に関
する同質遺伝子系統である「東北 lL l号」,「東北 IL 2号 J

及び「東北 IL 3号」を各群のやや弱に定めた。その結果 ,

特性分類表に記載されている「 レイメイJ,「アキヒカリJ,

「 トヨニシキJ,「ヤマビコ」,「 コシヒカリ」,「 トドロキワ

セ」,「 タッミモチ」及び「クサブエJについては分類表と
異なる評価となったため,基準品種とはしなかった。これ
らの他にもいくつかの品種,系統で従来の評価と異なる結
果となった (表 1)。

次いで,種苗特性分類表と矛盾のないもの,従来の評価
と大きく異ならないもので,できるだけ変動の少ないもの

を基準品種として選定した。また,可能な限り新しい品種
を基準に採用し,不要と思われる古い既存の基準品種は削
除した。P'た 群についてはデータ数がやや少なく,既存評

価との矛盾も少なくなかったため,発病差の明瞭な4品種,
系統についてのみ基準品種に選定した (表 2)。

4 ま  と  め

東北地域の 8試験場所及び愛知山間において62品種,系
統の葉いもち圃場抵抗性を畑晩播法により検定した。得ら

れた結果を標準化したのち平均し,こ れらをもとに各品種 ,

系統の葉いもち抵抗性程度を評価した。さらに,で きるだ

け年次及び場所による変動の少ないもの,従来の評価と大
きく異ならないもの,新 しい品種を採用するといつたこと
に主眼を置き東北地域の葉いもち基準品種を新たに選定し

た。
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品種・ 系統名
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表 1 畑晩播法による葉いもち圃場抵抗性検定結果
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表2 連絡試験結果による葉いもち基準品種 (案 )

東Jヒ IL 3号東Jヒ IL 2号

みの り

ササ‐ シキ東 Jヒ IL l号
セキ ミノリ

弱


